
 

 

 

 

 

学校の教育目標「ふるさとを愛し、ともに学び合い、高め合う下ノ江っ子の育成 ～愛

と笑顔にあふれる下ノ江小学校～」を達成するため、育成を目指す資質・能力を、「相手

意識をもって対話するために必要な力」「自らに合った目標を設定し達成に向けて努力す

る力」と定め、チーム学習、チーム生活を中心に組織的に取り組まれています。 

 

学校経営から学ぶ 
本校は、上記の資質・能力を育成するため、算数用語や図など子ども

の課題に応じたスキル学習を行ったり、算数の時間は、１時間に１回以

上「学び合いタイム」を取り入れ、様々な方法を使って自分の考えを友

達にわかりやすく説明させたりしています。このように算数を中心とし

た一点突破全面展開の取組により、育成を目指す資質・能力の共通理解

が図られ、それぞれのチームの目標も達成されつつあります。 

今後とも、フットワークの軽い小規模校の強みを活かすために、職員

だけでなく、子どもや保護者、地域の方とＳＷＯＴ分析を行い、熟議を

重ねることでより特色のある活動が行われることが期待されます。 

 
授業から学ぶ 
参観したどの授業も、子どもど

うしの対話をとおして、子ども自

身が課題を発見していました。特

に 6 年生は急遽オンラインによる

授業でしたが、子ども達は効果的

な学び合いを行っていました。日

頃からのご指導が見事に発揮でき

た場面でした。 

これからも、子ども達を信じ、

任せていくような学級経営と、「ま

とめ」や「振り返り」、単元計画を

意識した授業展開を期待します。 

令和４年度 大分教育事務所 所長通信     No,51 

2022，10,12 
文責:山香 昭 

学校訪問シリーズ 29 

臼杵市立下ノ江小学校から学ぶ 


